演奏音価情報楽譜によるアゴーギク分析 : ショパンのマズルカOp.7-1を題材として by 石川 薫






























































































































































第 13小節においては、１拍目が ♩＝153.18で始まり、第 13小節の中ではこの拍が一番遅く、
前半フレーズとアクセントを感じる拍を変えて演奏していることがわかる（譜例６）。
譜例６　「㋓グラフ表示と演奏における拍の伸縮の組み合わせの演奏音価情報楽譜」
　　　　第１～４小節および第 13 ～ 16 小節（フランソワ）
　前半フレーズと後半フレーズの出だし１小節間の演奏速度に着目すると、第１小節の平均テ













　　　　第９～ 12 小節および第 21 ～ 24 小節（フランソワ）

























































　ルービンシュタイン Arthur Rubinstein（1887-1982）の演奏は、1965～ 66年（ルービンシュ



























































































































































　ルイサダ Jean-Marc Luisada（1958-）の演奏は、1990年（ルイサダ 32歳）に録音された。





































わり部分である第 24小節１拍目は ♩＝86.2であり、同小節２拍目は ♩＝57.5とかなり遅いテ
ンポで演奏されるが、新しいフレーズが現れる同小節３拍目は ♩＝89と速く演奏されている
（譜例 17）。これらのことから、ルイサダもフレーズ終わり部分に現れる主音の B音を意識し
て演奏していると推察されるが、ルイサダもアシュケナージ同様に、分析した 71拍の中で最
も遅いテンポで演奏するのはフレーズの終わり部分ではなく、第 15小節２拍目のトリルのと
ころである。前半フレーズの終わり部分と後半フレーズの終わり部分で両方とも同じテンポ構
成（１拍目より２拍目が遅く、３拍目で１拍目よりも速い演奏）になっているのは、ルイサダ
の他にはマガロフだけである。
Ⅲ．アゴーギク分析のまとめ
　今回、前半フレーズと後半フレーズを並列表記してある「演奏音価情報楽譜㋓」を提示し、
そのテンポ構成について分析をした。前半フレーズと後半フレーズの同じフレーズの箇所でも
グラフの波形が極端に違い、同じフレーズだからこそ演奏を変えている大家もいれば、同じよ
うなグラフ波形で演奏し、同じフレーズを意識して同じような「アゴーギク」で演奏している
大家もいたことがわかった。もちろん、CDを聴いているだけでも「アゴーギク」を感じるこ
とはできるが、視覚情報によりそのテンポ変化をより冷静に捉えることで、自らの音楽表現に
大家の演奏から学んだことをどのように反映させていくかということを、あらためて考える契
機になるのではないかと提起したい。
　本論により、曲頭のテンポが各々の「平均テンポ」より速いのはルービンシュタインのみで
あり、他の大家は個人差があるものの、「平均テンポ」よりも遅いテンポで演奏し始めている
ことがすぐに理解できる。ここで、最初の４小節のテンポ構成を「演奏音価情報イメージ楽譜」
を用いて提示する（譜例 18）。この楽譜は、あくまで各々の大家の平均テンポより速いか遅い
かをイメージした楽譜である。
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譜例18　演奏音価情報イメージ楽譜
フランソワ
ハラシェヴィチ
ルービンシュタイン
マガロフ
アシュケナージ
ルイサダ
　五線自体をテンポの揺れに合わせて曲げている「演奏音価情報イメージ楽譜」により、テン
ポの揺れを一つの流れとして明確に感じ、視認することができると考える。テンポの揺れが一
つの流れとして明確になることにより、テンポの変化による音楽表現についてあらためて考え
る可能性が生じるのである。
－113－
おわりに
　楽曲を演奏する際に１拍ごとにテンポ変化が生じているのは、視覚的情報に頼らず CDを聴
くだけでも感じることができる。しかし、視覚的にわかりやすい「演奏音価情報楽譜㋓」や「演
奏音価情報イメージ楽譜」で表してみると、フレーズの始まりにおいても、フレーズの終わり
においても急激なテンポ変化が生じていることが、より理解しやすくなる。急激なテンポ変化
の理由については、停滞感を感じさせなくするためであったり、終止感を重要視しているため
であったりと様々だが、その理由についてもテンポの緩急を視覚的に認知できると、大家の演
奏表現がより想像しやすいのではないだろうか。これらの楽譜を作成した意図としては、大家
の演奏を模倣することを推奨しているわけではない。音楽の表現をする上において、「想像す
ること」はとても重要であり、楽譜を見る段階から、楽譜に表記されていない情報までをも想
像力を働かせることが、自己の音楽表現をより豊かにするためには肝要であると思われる。
　今回提示した「演奏音価情報楽譜㋓」により、基礎の段階の音楽学習者は、テンポ変化をよ
り具体的にイメージすることができるであろう。さらに上級の音楽学習者は、メトロノーム表
記に留まらず、「演奏音価情報楽譜㋓」におけるテンポのグラフ表示と拍の伸縮の表示により、
テンポ変化によって生じる拍の緩急を、よりイメージしやすくなるのではないだろうか。また、
このように演奏のテンポ分析をすることで、これまで漠然と聴感覚で捉えていたテンポ変化を
視覚的に捉えることができるようになる。視覚的に捉えることができることにより、自分自身
でアゴーギクを考え、理解し、より説得力のある演奏へと繋がるように努めるであろう。また、
繰り返し出てくる同じフレーズの差異を視覚的に認知できるため、自らが演奏する際に、同じ
フレーズの演奏方法をこれまでより深く思案する可能性が生まれるであろう。
　今回は、「マズルカ」という独特のアクセントを持つ楽曲の演奏分析をし、同じフレーズの
演奏比較を実施した。テンポ構成を視覚的に捉えることができる楽譜を実際に見ることにより、
「マズルカ Op.7-1」に限らず、さまざまな楽曲の「アゴーギク」への関心を促し、理解を深め
る契機になれば幸いである。また、本論においては、同じフレーズの出だしと終わりのテンポ
構成に焦点をあてて論じたが、今後、アゴーギクが和声や旋律線の動きとどのような関連があ
るかについて論じたい。
（本学講師＝ソルフェージュ担当）
